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イラスト●嵩梨ナオト








　シャワーの水音が広いバスルーム中に響き渡る。

　何の変哲も無い、ただのラブホテルのバスルームだ。広い浴室に、ガラス張りの壁と大きな鏡。ここではどんな声をあげようと、どんな恥ずかしい格好をしようとも何の遠慮もいらなかった。

「……っ、……あぁッ……あ……ん……っ」

　賀か川がわはいつものように、慣れた男の手のひらで喘あえがされていた。

　背中から抱き込められ、賀川の背についた筋肉の割れ目をなぞるように、舌が這はわされる。逞たくましい男の手が器用に賀川の乳首を弄いじった。引っ張ったり、指先で転がされたりして、赤く染まった乳首はジンジンと痺しびれ、しかしまだ足りないと貪欲に刺激を求めた。

「……ゃ……ぁ……そこ……もっ……と」

　腰をくねらせて、もっと強い刺激が欲しいと賀川はねだった。

「あんた、ホント、乳首好きだよね。ね、乳首でイク？」

　背後にいる意地悪な男に、クスクスと笑いながら耳の穴に舌を差し入れられ、ねろりと舐められた。広ひろ瀬せの舌先が耳の奥でごそりと鈍い音をさせ、そこをなぞられる得も言われぬ感覚に皮膚を粟立たせる。

　広瀬の少し低めの声はとても好きだ。聞いていて心地良い。吐息と共に声が鼓膜に届き、賀川の腰がまた痺れる。

「返事は？　賀川さん」

　返事を促されて、賀川は首を振った。乳首でイクのもいいけれど、今はもっと別のものが欲しい。男の逞しいもので奥を乱暴に突いて欲しかった。

「きて……、広瀬……っ」

　壁に手をついて、腰を後ろにいる広瀬へ突き出す。すると広瀬はククッと笑い声を漏らした。

「堪え性ないんだから。淫乱」

　広瀬の言う通りだ。自分は淫乱だと自覚している。やさしく抱かれるのもいいけれど、こうしてただ欲望を満たすためだけにするような、獣の交尾めいた乱暴なセックスにも興奮する。

「広瀬ぇ……早く……」

　後ろの孔が疼うずいて疼いて仕方が無い。早くその太くて固いものをぶち込んで掻かき混ぜて欲しい。尻を揺らして、広瀬を誘った。

「わかったよ。……ったく、火を見たあとはいつもこうだ」

　パン、と広瀬の平手が賀川の尻を叩いた。

「ひっ……」

　叩かれて、一瞬腰を引く。

　ぶたれるの好きなくせに、と広瀬が言うなり、彼の指が賀川の後ろへ触れた。

「あ…………」

　賀川と広瀬は消防士であり、同じ隊の先輩後輩という間柄である。昨夜遅くに繁華街にある飲食店が全焼する火事があったため、当番勤務の賀川と広瀬は出場していた。

　火はなかなか鎮火せず、小さい店が密集している一角だっただけに消火までに時間は要したものの、幸い死傷者は出さずに済んだ。

　消防士という仕事は、朝に次の当番隊との交替を行う。賀川達は夜通しでの二十四時間勤務を終えて、引き継ぎをしてきたところだ。

　そして帰りしな、こうしてフリータイムになったホテルに広瀬としけこんでいる。朝っぱらからと呆あきれる者もいるだろうが、仮眠も取れるし、性欲も満たすことができて賀川にとっては良いことずくめだ。

「ローション向こうだから」

　そう言って広瀬は賀川の尻を割り開くと、自ら屈んで賀川の後ろの窄すぼまりに舌を這わせた。

「……っ、……やぁ……っ、広瀬……それ……や……めっ」

　襞ひだを丹念に舐められるのは嫌いではない。むしろとても好きなくらいだ。けれど、そうされると感じすぎておかしくなる。

「いや、じゃないくせに。あんたここ舐めるとすごい乱れるだろ」

　ぬるりと襞を舐められ、また舌先が狭まったところに入り込んできた。柔らかでざらりとした感触に、ぞくぞくと快感が這い上がってくる。

「ぁ……ぁあ……ん……」

　早く広瀬を感じたいのに、当の広瀬は焦らすばかりだ。

　火事に興奮する人間は一定数いるらしいが、賀川もそれに近い。賀川は大きな火を見ると、性欲が抑えられなくなる質で、しきりに誰かの熱を感じたくなる。

　この仕事は火と向き合うのは日常茶飯事で、だからこうして男に抱かれているのが常だった。

　とはいうものの、昔は夜の街に繰り出して手当たり次第、だったのが、三つ年下の広瀬が入隊してからここ数年は、彼が相手をしてくれるから、専もっぱら寝るのは広瀬とだけだった。他の男とは寝ていない。

　広瀬とは身体の相性がとても良く、いつも賀川を満足させてくれた。それに賀川の後輩ということもあって、賀川の性癖だけでなく、身元も性格もほぼ把握されている。夜の街で身元の不確実なその辺の男を誘って寝るよりも、ずっと安心できた。

「なに、ここ、もうトロットロ」

　ぐちゅぐちゅと後ろを指で掻き回して、広瀬が言う。男を咥くわえることに慣れた身体は、その窄みをほんの少し掻き回されただけで、勝手に融とけてくる。

「だらしのない身体。前からもお漏らしして」

　広瀬が容赦なくいやらしい言葉を吐く。

　彼の言う通り、張り詰めたペニスからは先ほどから先走りがポタポタと床に落ちていた。

「ひろせぇ……ねぇ、入れて……早く……ここ……ここ、入れてぇ……っ」

　今入れられている、広瀬の三本の指だけでは物足りない。早く、あの熱い肉で擦ってもらいたい。

　賀川は顔を振り向け右手を自らの尻に回した。広瀬の顔を見ながら尻たぶを引っ張り、後ろの孔を露わにさせてねだる。

　目に入った広瀬の顔は、初めのうちに見せていた余裕のある表情を消していた。賀川を獰どう猛もうな雄の獣のような目で見つめている。

　早く来いよ、と賀川は誘うように、ゆっくりと唇を舌で舐め回した。

　くそっ、という低く唸るような広瀬の声が聞こえたかと思うと、すぐに腰を掴まれ、広瀬の怒張が一息に突き入れられた。

「アァッ！」

　肛壁を押し開かれる感覚に陶然となる。奥まで広瀬を受け入れて、中にある熱いものの感触を粘膜でしばし味わう。広瀬の拍動を粘膜で感じ、自分の何か足りない部分が広瀬という存在で埋め尽くされている満足感を覚えた。

　賀川のペニスからの先走りも、だらだらとひっきりなしに漏れ出していて、さっき言われたお漏らしという言葉が似合いだと内心で自じ嘲ちょうする。

「動くよ」

　ゆるゆると広瀬が動き出し、賀川は小さく悲鳴を上げた。

　浅いところを小さく抜き差しされ、かと思うとゆっくりと深くまで押し込まれる。

「あっ……あぁ……っ……ぁ……ん」

　太い広瀬のものが賀川の奥を抉ってこね回した。カリの一番エラの張った部分で弱い場所を擦られると、広瀬を受け入れている孔は悦よろこんできゅうきゅうと締まる。

「あっ……あぁ……っ！　……ぁ……んっ」

　びしょ濡れじゃん、そう言いながら広瀬が先走りで濡れた下生えごと賀川の陰いん嚢のうを揉む。そうして、今度は背中に舌を這わせてきた。広瀬の舌が、賀川の背中にある大きな火傷の痕を舐め上げた。

「──っ……くぅ」

　そこを舐められると身体中に電流が走るようにビクンビクンと背が反ってしまう。

「気持ち良いんだろ、ここ」

　周りの皮膚とは違い、やけにつるつるしている薄い皮膚とギザギザと引き攣れている箇所が、体温の上昇に伴って一層赤く染まっている。ざらりとした舌で舐られると、くすぐったいような得も言われぬ感覚に襲われた。

「すげ……。あんたん中、キツくてホントたまんない……」

　背中を愛撫され、中で動かされるたび、賀川の喉はくっと仰け反る。感じすぎてどうにもならないほどだった。

「どこ欲しいの？　言って？　言ってくれたら、ご褒美あげる」

　穿うがたれ、引き出され、また穿たれる。広瀬に擦られる度、奥がじゅくじゅくして疼く。

「奥……奥突いて……あ、あぁ……もっと……奥いっぱいにして……」

　賀川に煽られるようにして、広瀬の突き上げが激しくなった。陰嚢まで尻に叩き付けられて繰り返される濡れた音が卑ひ猥わいだ。

「あ、あ、いい……っ……いい……」

　訳がわからなくなるほど、快楽の坩る堝つぼに陥れられ、快感に身悶える。高い声を上げ、喘ぎ、腰を振って賀川自身も広瀬を貪むさぼった。

　どちらも絶頂は近い。広瀬の吐精を促そうと賀川の後ろもきつく窄まり締まってゆく。

「イク……っ。イっちゃう……あぁっ、んっ……、ひろせ……っ、もうっ……出して……飲ませてぇ……」

　快感にガクンガクンと揺れながら、嬌声を上げる。跳ねる賀川の身体を広瀬が押さえ込んで一層深く突き上げたかと思うと「ご褒美」と掠れた声で言い、奥に賀川の欲しがっていた熱いものをかけてくれた。





「随分満足そうな顔してる」

　シャワーを浴びて戻ってきた広瀬がベッドに腰掛けながら、まだシーツにくるまっている賀川にそう言った。

　あれから、ベッドでもう二度ほど交わった。立て続けに三回セックスに挑めるのは、お互い体力には自信のある消防士という職業のおかげでもある。それに二十八の賀川はともかく、広瀬はまだ二十五で体力も余っている。

「おかげでね。すっきりした」

　うーんと伸びをすると「そりゃよかった」とビールを手渡してくる。

　身体を起こし、広瀬のきれいに筋肉がついた身体にもたれかかりながら、プルタブを引いた。

　広瀬の肩に頭をのせると、さりげなく腰を抱かれる。密着した肌はまだ熱を持っていた。

　良い筋肉というのは、けして固いものではない。どちらかというと、力を入れていない状態の筋肉はふわふわだ。だから、もたれかかっても心地良かった。

　広瀬の身体は賀川より一回り大きい。背も、肩幅も、広瀬は消防士として恵まれた体格をしていた。賀川はどちらかというと、太れない体質で広瀬に比べると小柄だ。男としては広瀬のような身体に憧れるが、機敏に動ける今の自分の身体も悪くないと思っている。

「んー、うまい」

　冷たいビールを呷って、賀川が呟く。セックスの後のビールはまた格別だ。

　一息に一缶空けてしまったのを見て、広瀬が「早っ」と呆れたように言った。

「え、だって、喉渇いたし。カラカラ」

　空の缶を指先だけで持って振って見せると、広瀬にその缶を「寄越しな」と言って手渡すように促された。

「そりゃ、あんだけ盛大に声出して喘げば」

「まあね。でも、おかげで夜はぐっすり寝られるから」

「……ったく、おれとのセックスは安眠剤かなんかですか」

　呆れた口調の広瀬に空いた缶を手渡し「おかわり」とねだると、広瀬は自分の分の缶を賀川に寄越した。

「あー、それそれ。まさしく安眠剤だな。おまえとやった後ってさ、すっげ寝られんだよね」

　あはは、と笑う。賀川は眠りが浅く熟睡することはあまりない方なのだが、広瀬との交わりの後では熟睡できる。広瀬とのセックスが、賀川にとってのリラクゼーションと言っても過言ではなかった。

「いいですけどね。どうせ」

　賀川の言葉に不満げな口ぶりで広瀬が言う。こういうところがやはり年下だなと思う瞬間だ。

「拗すねんなよ。ほら」

　そう言って賀川は広瀬から手渡されたビールを口に含むと、広瀬の唇に口づけ、口移しに飲ませた。

　再び広瀬の舌に自分の舌を絡ませ、残ったビールの味と、広瀬の舌の味を堪能する。

「旨い」

　最後に広瀬の口元から溢れたビールの滴を舌で拭って賀川はにっこりと笑った。

　いつものように広瀬とじゃれあい、セックスしてビールを飲む。これ以上の楽しみはない。

　かといって、広瀬は恋人というわけではなかった。おそらく広瀬も賀川を恋人だとは思っていないだろう。

　長いことこうやって関係を続けているが、付き合ってと言ったことはない。それどころか一度もデートらしいことをしたことはないし、休日に連絡を取り合ったこともない。せいぜいホテルの帰りに食事をするくらいだ。

　単に、セックスを楽しむだけの関係。

　けれど、ドロドロとした恋愛沙汰に干渉されることもなく、また私生活にも踏み込まれないこの関係を賀川は気に入っていた。

　広瀬の整った精せい悍かんな横顔も好きだし、セックスの相性も最高だ。それに彼は温厚な人柄で職場の人間との関係もいい。殊に年配や子供の受けがいい広瀬は、公開消防訓練などのイベント要員として引っ張りだこで、所轄内でも一、二を争う人気振りだ。デキた男とは広瀬のことを言うのだろうと、賀川は思う。

「なんですか。ジロジロ人の顔見て」

　視線に気付いた広瀬が賀川を見る。

「んー、いい男だなって」

「なにそれ。新手の冗談？」

　怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる、その顔も整っている。イケメンっていうのは、どんな表情をしていてもイケメンだなと賀川はじっと広瀬を見た。

「おまえめっちゃいい男になったと思って。昔は初々しくて可愛かったよねー」

「そりゃ、あんたとオトナの付き合いしてますから」

「そりゃそうだ。おれ、ホント見る目あったよね。出場後にシャワー室で食った男がこんなにいい男になるなんてさ」

　広瀬とこういう関係になったのは当然賀川が誘ったからだが、きっかけは出場後のシャワー室で見た広瀬の身体に賀川がムラムラしたからだ。言葉巧みに賀川が誘い、シャワー室で抜きあった。さすがにそのときに本番はできなかったが、それからはずっと広瀬が賀川の相手をしている。

「もう、やめてくださいよ。いい男って、あんたの方がモテんでしょうが。男女構わず声かけられんのどっちだと思ってんですか」

　溜息を吐きながら、広瀬はぐいとビールを呷った。

「えー、だって、おれはチャラ男枠じゃん。しかも極めつけの尻軽だし」

　ははん、と自嘲気味に笑って見せた。

　確かに賀川の見た目はそこそこいい。

　やや軽薄そうな甘いルックスは、女の子からも気軽に声がかけやすいらしい。しかも、要領もよく、適度にスマートだ。人あしらいが割に上手いせいで、よく誘いがかかる。

　けれど、モテるかと言えばそうではなかった。真にモテるというのは広瀬の方を指すのだろう。賀川と話をしていた相手がいつの間にか広瀬のことばかり見ている、というのは、ほぼ決まり切っていることだった。

　それでも夜の街では、よく声がかかる。誰も皆賀川が本気にならないと知っているから、一晩限りの相手にはちょうどいいのだ。

「どうせあんたはおれじゃなくてもいいしな」

　広瀬が悪態を吐く。

　珍しいこともあるものだ。普段はそんなことを言う男ではないのだが、今日はやけに絡んでくる。

「誰でもいいってわけじゃない。セックス下手だとつまんないし」

「じゃあ、セックス上手ければ誰でもいいってことじゃないですか」

「何ガキみたいなこと言ってんだよ。今はおまえとしかしてないだろ。おまえ上手いもん。他の男とする気になんかなんねぇよ」

　仕事で気に入らないことでもあったのか、単に機嫌が悪いだけなのか、どこか今日に限って拗ねた仕草を見せる男の機嫌を取るようにして、首に腕を回す。

「な、もっかいする？」

　甘えた声で耳元で囁き、広瀬の耳たぶを噛む。けれど広瀬ときたら、しなだれかかった賀川に向かってクスと小さく笑うだけだ。

「してくんないの？　広瀬」

　ぷう、と口を尖らせ上目遣いに広瀬を見ると、彼は少し呆れた顔をした。

「いいですよ。別に。あんたとはこれで最後になりますし」

　小さく息を吐き、いかにも仕方ないという口調にカチンときたが、それよりも広瀬の言葉に賀川は耳を疑った。

「え……？　今なん……て？」

　あまりにもあっさりと言われたものの、その言葉が何を意味しているのかを理解して目を見開く。聞き間違いか。そう思って聞き返した。

「今日はそれも言おうと思って。おれ、田舎帰るんですよ」

　突然広瀬の口から飛び出した言葉に、賀川はどう返事をしてよいのかわからなかった。

　田舎に帰るだなんて、一言も聞いていない。

「田舎って……長な野がの、だっけ」

「ええ」

　あっけらかんと広瀬に返事をされる。まるで、隊の朝の交替くらい当たり前といった風に。

「なんで？　仕事は？　どうすんだよ。おまえハイパーレスキュー志望だっただろ？　諦めんのか」

　思わず広瀬の肩を掴んで揺さぶった。

　ハイパーレスキューというのは、東とう京きょう消防庁に設置されているレスキューのスペシャリストが所属する消防救助機動部隊のことだ。広瀬はずっとそこを目指していた。

　誰もが入れるわけではない。スペシャリストであるのはもちろんだが、何しろ空きがなければ所属することはできない。待ち続けているうちに、所属可能な年齢を越えてしまう隊員もかなりの数にのぼる。

　賀川と広瀬は現在、署で特別救助隊員として勤務している。火災が起こったときには火の中に入って、人命救助を行うのが仕事だ。

　消防救助機動部隊はその救助隊員の精鋭からなる部隊である。レスキューを志こころざす者なら一度は憧れる場所だ。広瀬が消防に入隊したのも、いずれはハイパーレスキューへ行くという夢のためだった筈だ。なのに、広瀬はそれを諦めるというのか。

「実は、この前親父が倒れて。……うち、果樹園なんですけどね、兄が海外行ってるんで親父が倒れると男手ないんですよ」

　離してください、そう言って広瀬は肩から賀川の手を外した。その広瀬の仕草に、拒絶されているのだ、と感じる。

　同じ隊にいるというのに、こうして肌も合わせているというのに、賀川は広瀬から何も聞かされていなかった。

　多分今の賀川にとっては広瀬は一番身近な存在だ。同じサイクルで仕事をこなし、四六時中一緒にいる。それなのにしかし。

　そうか、と改めて己の立ち位置が曖あい昧まいなことに気付かされる。たった今も賀川には関係ないとばかりに拒まれたではないか。そう、広瀬にとっては賀川は単なる遊び相手にしか過ぎないのだ。ただのセフレで、恋人でもなんでもない賀川には何も言えなかった。

「でも、だって、隊長は何も……」

　昨日も、そして今朝も隊長は一言も広瀬の退職には触れなかった。

「おれが隊長に頼んだんです。湿っぽいのはいやなんで」

　肩を竦めて広瀬は淡々と言う。

「母親は強がって『帰ってこなくていい』って言うんですけどね。まあ、親父も命に別状なかったし、すぐに退院はしたんですよ。通院で大丈夫だっていうことで。でも無理させて、また倒れられたらって思うとね」

　家のこともあるし、と付け足すように広瀬が言った。

「じゃあ、おまえが家業を継ぐってこと？」

「うーん。まあ、そうなるんでしょうね。実質おれしかいないんで」

　多分、と苦笑しながら広瀬は答えた。

「……そう……なんだ」

　見慣れた広瀬の横顔を視線でなぞりながら、賀川はこの意志の強そうな目が結構好きだったな、とぼんやり思った。

　広瀬は賀川と違い、男だけではなく女も抱ける男だ。むしろ賀川が広瀬に男を抱くことを覚えさせたといっても過言ではなかった。賀川と出会わなかったら、多分この男は男の身体など知らずにいたかもしれない。

　田舎へ帰ったら、優しいこの男はきっと可愛い嫁をもらって、いい旦那になるんだろうな、と思った。子供ができて、頼りがいのある父親になって幸せに暮らす様が目に浮かぶようだった。

「どうしたんですか？」

　何も考えられなかった。何の思考も働かなかった。広瀬が突然おとなしくなってしまった賀川の様子を案じて声をかけてくれるものの、返事すらできない。

　賀川はのろのろとベッドから降りる。広瀬の顔が見られなかった。

「ごめ……用事思い出した。先帰る」

　ごめん、と謝りながら身支度を始める。しかし広瀬は賀川の態度の変化にも「そうですか」と言うきりで引き留める様子もなかった。

　所詮、その程度の付き合いでしかないのだ、と賀川は思い知らされた気がした。

「あのさ……いつ、いつ田舎帰んの」

　賀川は広瀬に訊いた。本当にこれで広瀬とは終わりになるのだろうか。こうしてホテルなんかで会わなくても、二人で食事くらいはできるかもしれない。

「明日です」

　しかし、そんなささやかな希望すら粉々にされる。広瀬がギリギリまで賀川へ言わなかったのは、そういうことすら考えないほど、どうでもいい相手ということなのだろう。

　所詮、セフレか。

　仕事の仲間として、自分と広瀬はいい関係だと思っていた。広瀬が後ろにいると安心して自分は突入できる。広瀬も賀川がいることで、本人の身体を生かした救助ができているといつも言っていた。

　署内でも、息が合っていると評判だったのだが、実は広瀬はそう思っていなかったのかもしれない。これまで広瀬と信頼関係を築いてきたと思っていたのは、自分の思い込みだったようだ。

「そっか……じゃあ、ホントに終わりなんだ」

「そうですね」

　全く未練がないといった顔をしている。実にあっさりとしたものだった。

「賀川さん、餞せん別べつくれませんか」

　突然広瀬が言い出したのは、賀川の着替えの途中だった。ズボンは穿いたが上半身はまだ裸のままだ。広瀬は立ち上がって、賀川の後ろに回る。

「餞別？　おれ今日大して金持ってないけど」

　賀川はそう言って、ズボンのポケットから財布を取り出そうとした。

「や、金なんかじゃなくて」

「え？　金じゃないって、何。おれ、ホント今日何にも持ってないって」

　すると広瀬は賀川の背中の火傷の痕に指を触れさせた。

「ここ。……この火傷の理由、そろそろ教えてくれてもいいんじゃないかなって。最後なんだから、餞別代わりに教えて」

　広瀬は指でそこを撫でる。引き攣つれたケロイドになっているそこは、熱が冷めた今では周りの皮膚と同じ色だ。

　広瀬に賀川はプライベート含め大概のことを喋っていたが、この火傷の理由だけは別だった。他のことは言っていても、これだけは広瀬に言っていない、ただ一つのことかもしれない。何度か訊かれたこともあったが、その度のらりくらりとはぐらかした。

　なので今一度広瀬に訊かれ、賀川はギクリとなる。一瞬表情を固まらせたが、すぐに笑顔を作った。

「そんなご大層な理由なんかねぇよ。昔現場でちょっと下手打っただけだ」

　賀川がへらりと笑ってそう言うと、広瀬の顔が険しくなる。眉間に皺を寄せたその表情を賀川は見て見ぬ振りをした。

「そう……ですか。またそうやってごまかすんだ」

　平坦な声を出して、広瀬は溜息を吐いた。

　賀川の言ったことが、広瀬には嘘だと気付かれている。しかし、広瀬にこの火傷ができた本当の理由を話したところでどうなるものでもない。広瀬はもう自分とは関わりのない人間になるのだ。聞かされても、賀川の身の上話など、面白いものではないだろう。

「ごまかしてなんかないって。ほんっと、つまんないヘマしただけ」

　そう言いながら、賀川は広瀬へ向き直って首に手を回す。小首を傾げてにっこり笑った。

「……今までありがとな。餞別やれなくて、ごめん」

　これは代わり、と賀川は広瀬に口づけた。

　最後のキスだ。そう思いながら広瀬の唇を貪った。賀川好みだったこの少し厚めの唇がもう自分にキスしてくれないのは寂しい。

「じゃ元気で」

　唇を離し、賀川は広瀬の顔を見ずに部屋を後にした。





　広瀬の言葉通り、本当に次の日から広瀬は署に来なかった。

「悪かったな。広瀬にどうしてもって言われてたもんで」

　人の良い隊長は何度も謝っていた。隊のメンバーは全員寂しげな顔をして隊長の話す広瀬の事情を聞いていた。

　賀川だけがそれを上の空で聞いている。青く晴れた空には夏から秋へ季節が変わることを知らせるように、入道雲と鰯雲が仲良く混在していた。夏の名残の雲と秋の雲が行き交う空を行き合いの空というのだと、そういえば広瀬に聞いたことがあった。

　広瀬は「田舎育ちだから」と照れくさそうに言っていたが、東京生まれの東京育ちである賀川には、そんな風に季節を繊細に表現する言葉を知っている広瀬が羨ましかった。

　いつだったか、流星群が一番良く見える日にちょうど当番で、仮眠も取らず二人で星を見たことがあった。東京は星が良く見えないとぼやく賀川に広瀬が「いつかおれの田舎に星見に行きましょうか」と言ってくれたことを思い出す。

「結局見に行けなかったな」

　ぼそりと独りごちる。

　広瀬にとっては深い意味ではなかっただろうし、当時の賀川にしてみてもその言葉を真剣に受け止めたわけじゃなかった。

　だから今になって、なぜこんなことを思い出しているのか賀川自身が戸惑うほどだった。

「賀川！　何ぼんやりしてる！」

　訓練が開始されていた。隊長の怒号が飛ぶ。

「はいっ！　すみませんっ！」

　賀川はもやもやした気持ちを振り切るように、ひときわ大きな声を出した。

「ブリッジ渡過やるぞ！」

「はいっ！」

　装備を身に付け、訓練塔へ上る。ロープ一本で二十メートルも向こうの塔へ渡る訓練は、昔は泣きたくなるほど苦しかった。手の皮が剥け、全身を筋肉痛に苛さいなまれ、それでも向こうへ渡らなければならない。早く渡るためには、毎日の訓練の積み重ね、それだけだ。

　腹ばいになった体勢のままロープを渡るセーラー渡過から、折り返しラインでターンして、ロープにぶら下がる体勢のモンキー渡過で渡ることを一セットとして何十回と繰り返す。

「そういや、広瀬も昔はこれで苦労してたよな」

　隊長が思い出したように言うと、他の隊員が「そうそう」と相づちを打つ。

「賀川随分特訓に付き合ってやっただろ。何度か夕飯食い損ねたことあったよな」

「付き合いましたよー。あいつしつこくて。こっちが腹減ったっつってんのに、まだまだ！　とか言うから付き合ってたら火災入電で飯食い損ねたりとか」

　体重の軽い賀川はこのブリッジ渡過が得意だったが、身体の重い広瀬はどうしても速度が鈍くなる。コツを教えて欲しい、と頼まれて何度も広瀬の特訓に付き合った。

　そんなこともあったが、実際出場したときは広瀬に助けられることも多かった。特に力仕事は断然広瀬の方が上だったから、自然と賀川のフォローを広瀬がする形になっているのが常だった。気の合ったいいコンビというのが巷ちまたでの評判だった。

　そういえば、広瀬とはまともに喧嘩もしなかったなと思う。広瀬が拗ねたりしたところを見たのは昨日のあのやり取りだけだ。

　いつも鷹おう揚ように賀川のことを受け止めてくれていたから喧嘩にもならなかった。

「行きます！」

　グローブの装着具合を確認し、ぐっとロープを手で掴んだ。グローブ越しのロープの感触を確かめて、賀川はたわんだロープへ身体をのせた。くっと首を上げて前を見る。その先に、いつもいた男の姿はない。代わりに、視界の端に夏の雲と秋の雲を留めた。

　訓練後、シャワーで汗を流すとすぐに夕飯だ。消防士の夕飯は早い。一般家庭の夕飯の支度どきが火災発生の主な時間帯でもあるから、それよりも早めに食事を済ませておくのだ。

　隊の皆と食事をするが、あっという間に食べ終わるため、普段あまり食事時に会話はしない。だが今日は広瀬がいなくなったこともあって皆口数が多くなった。

「広瀬はさぁ、あいついいレスキューになったと思うんだよ。機転利くし、それにあのガタイの割に案外器用だったしな」

「そうそう、このままいたらハイパーレスキューに行けただろうに。もうすぐ異動時期だしワンチャンあったよな」

　広瀬は湿っぽいのはいやだと言って何も言わずにいなくなってしまったのに、彼がいないここで勝手に湿っぽくなっているのがおかしかった。

「異動っていえば、賀川さんって以前ハイパーレスキューにいたって本当ですか？」

　この春入隊したばかりの新人である東あずまが訊いてきた。賀川が消防救助機動部隊へいたというのを知る人間は多くない。

「あ……ああ。……うん、そう」

　賀川はあまり話したくないと、適当に返事をして「お先」と席を立つ。

「え、賀川さん？」

　詳しい話を聞きたげな東を後にして、賀川は食堂を出る。出る間際に後ろを振り向くと、隊長が賀川に向かって「早く行け」と顎をしゃくって見せていた。

　夕方の車両の点検のために車庫へ行く。まだ誰もいない車庫で賀川はしゃがみ込んだ。

（この火傷の理由、そろそろ教えてくれてもいいんじゃないかなって）

　昨日広瀬に訊かれたことを思い出す。広瀬に火傷の理由を教えたくなかったのも、東の問いかけを曖昧にごまかしたのも、どちらも同じ理由に帰結していた。

「あー、くそ」

　背中の引き攣れた痕が疼く気がした。

　この痕は賀川が消防救助機動部隊にいたときの大きな火災によるものだった。広瀬には出場時にヘマをしたとごまかしたが、事実は違っている。

（賀川くん）

　鼓膜の奥にあの男の声が甦る。

（きみに会いたかったんだ）

　どれだけ時間が経っても、未だあの男の声が耳から離れていかない。賀川は思わず耳を手で塞いだが、記憶に刻まれた声はいつまでも頭の中で鳴り響いている。

　東の言う通り、賀川は五年ほど前に消防救助機動部隊へ配属されていた。

　消防救助機動部隊はその仕事振りから常に注目されているところだ。マスコミに取り上げられることも多く、一部で熱狂的なファンも存在する。

　殊に賀川は見場が良いため、一時期テレビへの露出が多かった。といっても、ドキュメンタリー番組でよく賀川のアップの映像を使われたり、またインタビューに賀川を起用される、という程度ではあったが。そんなこともあってファンレターの類も多く、またアイドルの追っかけのような子達からつきまとわれたりもした。

　ただでさえレスキューという仕事はその過酷さに比例して、ストレスもまた多い仕事でもある。しかもわけのわからない輩に追い回される。ストレスは限界に達していた。そのため、賀川も憂さ晴らしのために一時期夜の街へ入り浸っていた時期があった。

　そのときに出会ったのが、身なりがよく、とても真面目な男だった。ゲイである賀川を受け入れてくれたその男と話が弾んで何度か会い、付き合おうかと真剣に考え始めた頃、男は豹変した。

　賀川は男に自分の職業を明かしていなかったが、男は一方的に賀川を知っていた。実は男はテレビで見た賀川を追いかけ、用意周到に近づいたストーカーだったのだ。

　一時間おきに送られるメールや電話、執拗なつきまといが始まった。さすがに仕事に支障が出てきたことで、賀川も耐えきれず上司や警察に相談することになる。結果男はつきまといをやめる誓約書を書かされ一件落着に見えた。

　だがそのしばらく後、事件が大きく動いた。

　都内の賀川の隊が管轄する地域で火災が頻発するようになった。

　管轄地域に工場群があったことで、ほんの小さな火災でも大事故に繋がりかねなく、賀川達が出場することも少なくなかった。

　不審火は次第に頻繁に起こるようになり、現場検証が進むにつれて、火災の原因が放火であり、また全て同一犯の犯行であることが示唆されていた。

　そんな中、町工場が密集する地域の古い倉庫から夜中に出火し、賀川達が出場を要請された。何しろ古い家屋が密集していた地域であった。細い路地も多いため大きなポンプ車はなかなか入り込めない。延焼は免れず、賀川も入り組んだ場所での要救助者の捜索にあたった際、火の付いた柱が倒れてきて背中に火傷を負った。

　怪我を負った賀川が同僚の隊員に担ぎ出され救急車で病院へと向かおうとしたときだった。

　賀川にずっとつきまとっていた男が、堂々と姿を現し賀川に近寄ってきた。

「やっと会えた……。きみに会いたかったんだ。こうすればきみに会えると思って」

　得も言われぬ不気味さに身体が竦すくみ上がった賀川へ笑顔でそう告げた男は、すぐさま周りにいた他の隊員に取り押さえられたが、この男こそ放火犯であったと、賀川は後で聞いた。

　また後に男の部屋からは、隠し撮りした賀川の写真や映像が見つかったとのことだった。どうやら頻発した火災は男の放火によるもので、大事故を起こせば賀川が現れると考えたらしい。賀川会いたさに引き起こしたと結論づけられたようだった。

　幸いどの火災も、軽傷の人間はいたものの重傷者や死者は出さずに済んだのが救いと言えば救いではあった。

　放火犯となった賀川のストーカーは現在は塀の中であると、人づてに聞いた。

　いくら不可抗力であったとはいえ、自分が引き金で火災を起こしたことには変わりない。周りは賀川のせいではないと言ってくれたが、どうしてもそうは思えず、一時は退職も考えた。しかし結局まだこうして消防隊員として働いている。どうして辞められないのかと思いつつ、未だここにいて火を見ているのが現実だ。

　この火傷はそのときのことを否が応でも賀川に思い出させる。

「こんなん聞いたらドン引きだよなあ」

　はあ、と天井を向いて大きな息を吐く。

　やはりこのことはいくら広瀬でも打ち明けられなかった。賀川の過去に何があったのか広瀬が知ったら、あの優しい男はきっと賀川に同情するに決まっている。打ち明けなくてよかった、と賀川は天井を仰いだ。

　放火の理由が賀川への執着であったことは賀川の心に大きな傷を残した。またその事故をきっかけに賀川はハイパーレスキューから異動し今の署へ配属になったのだ。

　しかし環境が変わったからといって賀川の心の傷が癒えたわけでもない。炎を見た後で誰彼なしに抱いて欲しくなるのは、その後必ず訪れるあの男の残像から逃れたいためだ。くたくたに疲れ果てるまでセックスすれば、泥のように眠ることができる。

「クズ過ぎんだろ、おれ。……ったく」

　こんな厄介な自分とはやはり広瀬は離れて正解だった。相手は誰でもいいと言っておきながら、離れた途端に思い浮かぶのは広瀬だけだ。どれほど広瀬が賀川の中に入り込んでいたのかと、苦く笑う。

　顔を上げて、資機材の置いてある棚へ視線を遣った。その中には、いつも賀川達が使う色とりどりのロープもきれいに巻かれて置いてあった。

　レスキューにおいて、ロープを用いた救助というのは基本であり、災害が都市型になるにつれ、一層重要視されていた。いわゆるロープレスキューと呼ばれるものだが、その作業にあたってメインラインと呼ばれるロープだけでなく、二次確保用のビレイラインと呼ばれるものを必ず用いる。メインラインだけでは、それが使用できなくなった事態に対処できないためであり、いわばバックアップのためだ。

　賀川にとって、おそらく広瀬という存在はこのビレイラインと同じくらい大事なものだった。賀川自身が今こうしてここに留まっていられるのも、広瀬が不安定になった状態の賀川を抱いてくれていたからだ。何かあっても広瀬がいると思えば安心できた。

　賀川はいつもビレイラインとして使用している赤い色のロープへそっと手を伸ばした。

　もしあのとき過去を打ち明けていたら、と微かにそんなことが頭の中を過ぎったが、すぐにその仮定は頭を振って打ち消した。

「……好き、だったのかもな」

　ずっと気付かないふりをしていた気持ちをぽつりと言葉に乗せる。

　もっと早くに自分の気持ちに気付いていたら。──広瀬に好きだと言っていたらどんな顔をしただろう。そうしたら自分たちの関係はいくらか変わっていたのだろうか。

　広瀬と抱き合うようになってから、あの男の夢は殆ど見なくなっていた。それはきっと広瀬といる時間が楽しくて心の傷がコーティングされていたからに違いなかった。

「あー、当分セックスできそうにねぇな」

　きっとしばらく悪夢にうなされる日々が続くかもしれない。けれど、もう広瀬以外他の誰も考えられなかった。誰に抱かれるのもごめんだった。





　当番、非番……と三度繰り返すと週休になる。非番のあとにもう一日休みが追加される形だ。幸いこの一週間、何事もなく勤務を終えられた。

「暇だなぁ。暇、ヒマ」

　暇、と賀川はぼやき続けた。これほど時間のあった休日なんか、ここしばらくなかった。

　これまでは非番の日は広瀬と抱き合っていたから、休日は溜まった洗濯などすれば終わっていた。が、この頃は非番の都度全部やってしまうから、溜まることもなく時間だけが残ってしまう。しかも年休消化で休みが更に一日増えて端から見れば三連休となってしまった。

　こういうとき趣味に費ついやせばいいとは思うが、半ば仕事が趣味のような賀川には空いた時間は身体を鍛えるくらいしか考えつかなかった。せっかくの三連休にそれもなんだか空しい。

「そういや秋物の服買ってねーわ」

　このところ急激に気温が下がってきて、そろそろ夏物だけではきつくなってきた。暇つぶしがてら、買い物でもしようと新宿まで行くことにする。

　電車を乗り継いで新しん宿じゅくまで行くが、平日だというのに何しろここは人が多い。一体どこから湧いて出るのかというくらい人がいる。それだけでもううんざりだ。買い物する気も失せて、やはり帰ろうかという気にもなってくる。

「うわっ」

　それでもせっかく来たのだからと改札へ向かい、ぼんやりとコンコースを歩いていた賀川は、走ってきた制服姿の女子高生にぶつかりそうになった。すみませーん、と悪びれもせずに言葉だけ謝罪を述べた彼女は、賀川の顔を見もしないでそのまま走っていってしまった。

「なに、あれサボリか？」

　学校はとうに始まっている時間だろうにと女子高生の走っていった先を見ると、彼女の姿は見えなくなっている。代わりに目に飛び込んできたのは、電光掲示板に表記されている中ちゅう央おう本ほん線せん特急の発車時刻。

　広瀬の田舎は確かあの電車に乗って──。

「……あと三分……か」

　賀川はふらふらと吸い寄せられるようにしてホームへの階段を上がってゆく。ちょうど滑り込むようにホームへ入ってきた電車へ賀川は飛び乗った。

「あーあ」

　やっちまった、と扉が閉まってからククッと喉を鳴らして笑った。

　平日の真っ昼間とあって、自由席には空席が多かった。そのうちの窓側の席に座る。

　衝動的に乗ってしまったから、到着までどのくらいかかるのかすらわかっていない。とりあえず服を買うために金は持っていたから、電車代くらいはなんとかなるはずだ。

　八はち王おう子じを過ぎると次第にのどかになってゆく景色を車窓から眺める。太陽の光は相変わらず眩しいのに、空だけが高く遠い。

　長いこと電車に揺られている間、広瀬のことを思い出していた。

　こんなにも誰かのことを思ったことは未だかつてなかった。そして楽しかったことしか思い出せない。確かに仕事では辛いことも苦しいこともあったけれど、それを含めても広瀬の側が一番居心地がよかった。

「ここで乗り換え……って、えっと」

　スマホのアプリで検索した駅で降りローカル線に乗り換える。といっても、次の電車まで結構な待ち時間だ。

　ゆっくりと現れた電車に乗り込んで更に建物どころか民家も少なくなってゆく景色を進んだ。

　窓を開けると青っぽいような芳ばしいような、奇妙に懐かしい匂いがぼんやりと漂ってくる。それはどこか広瀬の匂いと似ていた。

　目的の駅に降り立つと、爽やかな風が吹き抜ける。辺りを見ると、稜線がくっきりと鮮やかに描かれている。抜けるような青空と澄んだ空気。緑が目に痛いほど眩しい。

　のんびりとした風景に、流れる穏やかな空気。彼のおおらかさはこういう風景で育まれたのだなと思う。

　都会では味わえない、ゆったり流れる時間に賀川はふと我に返った。

「…………おれ、何やってんだろ」

　こうして追いかけてきて一体何になるというのだ。もう広瀬は東京での何もかもを整理したのだというのに。

　賀川のことだって、彼は別になんとも思っていなかっただろう。その証拠に何の言葉もくれなかった。未練すら、微塵も見せず。

　これでは結局自分自身が賀川につきまとっていた男と同じだ。必要もされていない上、もう広瀬との縁は断ち切られているというのに、勝手に追いかけている。気持ちを残していない相手に追い回される嫌悪感は自分が一番よく知っていた筈だった。

「帰ろう……」

　ぽつりと、賀川の口から声が零れた。

　これ以上身勝手な自分の気持ちで広瀬を振り回すこともない。

　空を見上げると、この前東京で見たような夏の雲と秋の雲が行き交っていた。季節はもう変わってしまうのだ。ゆっくりと雲を動かしている秋を告げる風が、賀川のシャツの襟を揺らす。

　さわさわという葉擦れの音を聞きながら、胸の裡できっぱりと区切りをつけた。寂しくて恋しくて、しかしこの気持ちに気づけたのがどうしようもなく嬉しい。

　今頃は広瀬も同じ雲を見ているだろうか。

　そう思いながら踵を返した。

　駅舎に戻って時刻表を見ると、次の電車まであと一時間近くもあった。

　財布ひとつきりで電車に揺られて数時間だ。さすがに腹も減ったし、喉も渇いた。どこか食べる場所はないかと駅員に訊いたら、周りにはないという。どうやら我慢するしかないらしい。

　時間までそこいらをぶらつく。少し歩くと川が見えてきた。河川敷まで降りようとしたとき、賀川の横を軽トラックがすれ違い、通り過ぎる。その軽トラックは少し先まで進むと、いきなり停車した。

「賀川さん!?」

　後ろで止まった車の運転席から声がしたかと思うと、乱暴なドアの開閉音が聞こえた。賀川がはっと振り向くと、転がるようにして車から飛び出してきた男がいる。広瀬だ。そして賀川へ向かって駆けだしてきた。

「賀川さん！」

　もう一度名前を呼ばれ、思わず賀川は背を向けて走り出した。

「ちょ……！　待って！　なんで逃げんだよ……！」

　後ろで「待って」という声が聞こえてくるがそれを振り切って走った。しかし、情けないことに腹が減っているせいで全力を出し切れない。追い上げてきた広瀬に腕を掴まれる。捕まってしまった。

「どうしたの、なんでこんなとこ……」

　はあはあと広瀬が息を切らせている。訊かれて賀川は顔を伏せた。これではまるで本当に広瀬に会いに来たようで、自分で自分がいたたまれない。いや、会いに来たのは間違いではないと思うが、実際顔を見てしまったら、穴があったら入りたいほど恥ずかしくなった。

「ごめん……、ごめん」

　ごめん、とそれだけを口にする。

「いや、ごめん、って言われても……。なんであんたこんなとこ」

　首を振る。どうしてと問われても自分でも良くわからないのだ。冷静になってみると、広瀬に会いに来て告白するとか、そういうことをしたかったかというとそうではないし、ただ衝動的に電車に乗っただけで自分が何をしたかったのかすら、未だにわかっていない。

「ちょっとこっちきて」

　広瀬は、俯いている賀川の手を取り、彼の乗っていた軽トラックまで賀川を引っ張っていった。

「ここで待ってて」

　逃げるなよ、と乱暴に広瀬が賀川へ言い放つ。それから彼は軽トラックの助手席に乗っている年輩の男性に向かって何かを告げていた。

　助手席に乗っていた男性は車から降りると、賀川に向かってニコニコ笑いながら会釈をした。

「いやあ、わざわざ来て下さって。いつもお世話になってます」

　男性は広瀬を一回り小さくした感じで、広瀬によく似ていた。広瀬は男性に「親父、いいから。先行ってて」と男性をさっさと運転席に押し込める。あれが広瀬の父親なのか、と賀川は思いながらぺこりと頭を下げた。広瀬はまだ何か言いたそうな広瀬の父親に「早く」と急かす。やっと軽トラックが走り去ったところで、広瀬が賀川へ顔を振り向けた。

　こっち、と広瀬に手を引かれ、ずんずん歩いてゆく。賀川は言われた通り、黙って付いていった。

　人気のない、小さな神社の境内に連れ込まれると広瀬がくるりと振り返った。

「賀川さん──」

　いつになく広瀬が真剣な目をしている。恥ずかしくて恥ずかしくて顔から火が出そうだった。女子高生みたいに追いかけてきて、広瀬はどう思っただろう。

「ね、賀川さん、もしかして自惚れだったらごめん……おれに会いにきた？」

　返事ができない。また目を背けた。いつだってどんな凄惨な現場にも、どんな困難な現場にも向き合ってきたというのに、たった一人の男の顔もまともに見られなかった。

「おれの質問に答えてくれる？　ね、おれに会いたかった？」

　返事もしない賀川に広瀬は質問を重ねてくる。優しい声に胸がぎゅっと搾られた。

　会いたかった、と素直に告げることをやはり躊躇する。迷惑ではないだろうか、そんな風に柄にもなく思って臆してしまう。

「教えてよ。それともまたごまかすの？」

　ごまかすの、という広瀬の放った一言が胸に突き刺さった。そうだ。あのとき火傷の理由を話さなかったときにも、広瀬に同じ事を言われたというのに。

　賀川はようやく顔を上げて広瀬の顔を見る。広瀬の賀川を見るせつない目に胸が引き絞られる。やっと自分の素直な気持ちに気付いたのに、これではまた同じ事だ。

「……うん。……会いたかった、おまえに……だから」

　精一杯の勇気を出して、そう言った。現場に出るのと同じくらい、いや、それ以上だったかもしれない。

「広瀬がいなくなって……おれ、広瀬のこと好きだったんだって……。あんなにたくさん一緒にいたのに、全然気付かなくて……おれ……。それと火傷の理由言ってなかったし」

「そう……」

　賀川の好きだった横顔。睫が伏せられた。こんなことを言われても迷惑だっただろう。

「ごめん……帰るから。電車の時間……だし」

　言いたいことも言った。もう悔いはない。賀川は広瀬の横をすり抜け、駅の方へ足を向ける。すると腕を引かれた。

「え……？」

　突然強く抱きしめられた。あまりに強く抱きしめられていて、広瀬の顔がちゃんと見えない。

「あんたひどすぎ。……今頃言うなよ」

　首筋に押し当てられている声が震えていた。

「……ごめん」

「行くなよ。火傷の理由、まだ聞いてない」

　広瀬の回した手が、背中のちょうど火傷のある辺りにかかっている。そこだけが熱く熱をもっているような気がした。

「……昔……男につきまとわれて……」

　賀川のストーカーが放火犯であったこと。そして男が賀川会いたさに放火を繰り返したことを告げた。そしてその際の一連の事故でできた火傷だということと、それ以来大きな火を見るとストーカーを思い出して眠れなくなることを正直に広瀬に言った。

「そうだったのか」

「うん……ごめんな。言えなくて。おまけにおかげで品行方正じゃない暮らししてたし……おまえには言えなかった」

　きっと、広瀬に火傷のことを話せなかったのはいつの間にか好きになっていたからなのだろう。嫌われるのが怖くて無意識のうちに避けたのだ。

「あんたはおれなんかどうでもいいって思ってるんだとばっかり思ってた。大事なことは何にも打ち明けてくれないし、ただのセフレとしか思われてないって」

　それは否定できなかった。けれど、違っていた。広瀬は賀川にとっていつでも特別だったのだ。そして広瀬も賀川と同じ思いを抱いていたのだと知る。

「好きだよ、賀川さん。あんたのことが本気で好きだった。でもあんたはおれに振り向いてくれないって思ったから……だったら田舎に帰ってもいいかなって」

　一緒にいるのは辛かったから。

　顔を上げて、広瀬を見ると泣きそうにくしゃくしゃと顔を歪めていた。抱きしめている手が緩められ、顎を取られる。広瀬の顔が近づき、唇が重なった。

　セックスしなくても、広瀬に触れているだけで満たされる。

　もっと深く広瀬の唇を感じたくて、姿勢を変えた。おずおずと広瀬の背中に腕を回すと、背中の筋肉を感じる。一切無駄のない引き締まった筋肉と鼻腔をくすぐる広瀬の青い匂いに、抱かれていたときのことを思い出してゾクゾクとなった。

「欲しくなった？」

　意地悪なことを言う男をじろりと睨め付ける。すると広瀬は「あんたのその欲望に正直なとこが好き」といけしゃあしゃあと口にした。

「もう抱いてくれないくせに」

　へそを曲げてそう拗ねたように言うと「しよっか？」とくすくす笑って訊く。

「バカいえ。おれはもう東京に戻るし……！　それにおまえもうこっちで暮らすってのに、おれなんかにかまけてどうすんだよ」

　そうだ。いくら心が通じ合ったとして、もう広瀬はこちらの人間なのだ。賀川にしても消防士という職業である以上、そうそうこんな遠くまで来られない。

「おれも東京に帰る」

「はあ？　何バカなこと言ってんだ、おまえ」

　突拍子もない広瀬の言葉に賀川は呆れた声を出した。

「あんたがおれを好きだってわかったのに、むざむざ手放すほどおれはバカじゃない。おれがどんなにあんたのこと好きだったのか知らないだろ」

「でも！　親父さんのことだってあんだろ。家のことほったらかしにすんのかよ！　それに仕事だって！　とっくに辞めたくせに」

　唇を噛みながら、結局どうにもならないと嘆息する。思いが通じたのは良いが、いずれにせよ広瀬と自分がどうにかなることはない。不可能だ。

　すると広瀬は唇の端を上げる。

「おれがいないとあんたのその淫乱な身体、誰が面倒見られると思ってんの」

「何それ」

　ムッとした顔で返す。やはり広瀬にとっては自分などその程度の価値でしかないのか。すると広瀬は苦い顔で笑った。

「もう、冗談だって。真に受けないでよ。ちょっと意地悪したくなっただけ。あんたがそこまでおれのこと考えてくれたのが嬉しくて、調子に乗った」

　ごめん、と広瀬は謝った。しかしいくら冗談でも、今この場で言うべきことじゃない。賀川は広瀬を睨んだ。

「でも、本当のことだろ。おれじゃないと、あんたの身体も慰めてやれないし、それにおれはあんたの安眠剤だったよね……違う？」

　広瀬の言うこと全てを否定できないのが悔しい。そうだけど、と小さく言いながら続けた。

「けど！　家のことやその他のことを蔑ろにしてまで来てくれなくてもいい」

　広瀬がそこまで言ってくれるのは嬉しいが、やはり広瀬には家族を大事にしてもらいたい。

　すると広瀬はそれまでのどこか人を食った表情から、真顔に戻って静かに落ち着いた声になった。

「わかってるよ。わかってる。……賀川さんは余計な心配しなくていい。これはおれの問題だし、ちゃんと考えるから。正々堂々とあんたのとこに戻れるように考える。だから」

　待ってて、と優しく口づけられ再び強く抱きしめてきた。

　広瀬の身体にすっぽりと覆われる。

　この男に確保ビレイされた、と賀川は思った。

　冷たい風が賀川の横を吹き抜けていったが、ずっと広瀬に抱きしめられていて、暑いくらいだった。
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